
 

第第６６章章  地地域域貢貢献献・・情情報報発発信信及及びび管管理理・・運運営営  

 

 

第１節 地域貢献・情報発信 

 

１. 概要 

 

（１）公開講座及び一日体験入学 

 本研究科及び本学部の研究成果を広く社会に還元する地域貢献の方法は，本来多様で

あり，すでに述べてきたように，21 世紀科学プロジェクト群の活動のいくつかは，社

会貢献の意義をもったものも少なくない。また本学の教員・職員が一市民として行って

いる活動もある。その意味で本章において点検・評価した公開講座と一日体験入学は，

本研究科及び本学部の地域貢献の一部であることを最初に断っておきたい。 

 公開講座のテーマは，広く市民の関心を呼ぶように工夫しており，平成 30 年度は「日

本の美学と芸術」，「芸術と老年」，令和元年度は「数理の世界」，令和 2 年度は新型コロ

ナウイルス感染症感染拡大を受けて中止，令和 3 年度は「広島とヒロシマ」であった。

担当教員及び参加者数などは表 6-1-1 のとおりである。 

 また一日体験入学は，本学部を受験することを希望している高校生への広報活動とい

う意味だけでなく，広く一般社会人にも門戸を開き，社会貢献のひとつとしての意味も

持っている。その呼びかけ文には「あなたも，知的エネルギーの渦巻くこの学部独自の

熱い雰囲気を体験してみませんか？」とあり，本学部のユニークさを理解してもらうこ

とを第一の目的として平成 7 年度以来毎年実施してきた。平成 29 年度からはオープン

キャンパスの 2 日目に一日体験入学を実施してきたが，年々参加者が減少しているた

め，平成 31 年度以降は実施しないこととした。平成 30 年度の一日体験入学の参加者

は，3 つの教育領域と国際共創学科から提供されたいずれかの模擬授業を受講した。平

成 30 年度の実施状況は表 6-1-2 のとおりである。 

 

（２）広報活動 

広報・出版委員会は，平成 30～令和 3 年度においても引き続き，本学部・本研究科

所属教員の教育研究活動などに関する情報を，出版物，ホームページなどを通じて積極

的に発信してきた。 

出版物は，例年どおり，①研究成果及び学位取得者の要旨を掲載する年 1 回の研究科

紀要，年 1 冊刊行の『叢書インテグラーレ』（表 6-1-3），②必要な改訂を施した学部案

内『無限への挑戦』及び平成 29 年度版から刷新した大学院研究科案内，③学部学生が

編集を担当する年 2 回発行の『飛翔』である。 

なお，ホームページについては，レイアウト及び項目などの見直しを適宜行い，改善

に努めるとともに，研究成果，セミナー・イベント開催等最新情報の提供を行っている。 

本学部・本研究科として，夢ナビライブ（大学合同説明会）に積極的に参加し，平成

30 年度に 2 名の教員が講義ライブを実施した。また，その動画を Web サイトでミニ講

義として配信を行っており，特に受験生を対象に積極的に広報を行っている。 
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２. 点検・評価 

 

（１）公開講座及び一日体験入学 

１）効果が上がっている事項 

 公開講座は，社会貢献を主たる目的としており，さらに一日体験入学は受験生への

情報提供という意味も併せ持っている。参加者のアンケート結果からは，「専門分野

の先生の話が聞けてとてもわかりやすく期待どおりで参考になった」，「学際的知見を

多く得られた」，「仕事上役に立ちそうだった」，「新しい知識や考え方を学ぶ機会にな

った」などのポジティブなコメントがあり，総じて好評である。 

２）改善すべき事項 

 公開講座については，「質疑応答の時間をもっと取ってほしい」，「講義のタイムス

ケジュールを明示してほしい」とのコメントがあり，講義時間及び回数については検

討が必要であろう。 

 前述のように，一日体験入学は年々参加者が減少しており，平成 31 年以降は廃止

することとした。受験生への広報としての目的はオープンキャンパスにて，地域貢献

としての目的は公開講座にて，それぞれ達成が見込まれるため，一日体験入学は役割

を終えたものと判断した。 

 

（２）広報活動 

１）効果が上がっている事項 

学部・学科案内は，高等学校などに配布するとともに，入試説明会，オープンキャ

ンパスなどで活用され，本学部・本研究科の教育研究活動の広報に寄与している。ま

た『叢書インテグラーレ』は，専門的な内容を平易に表現することを目指した教養書

であり，その普及は地域貢献に資するものである。 

また，夢ナビライブの参加者（受験生）によるアンケート結果からは，「実際に実

技を用いた体を動かした内容もあり，スポーツ科学についてもっと深く学びたいと思

った」，「運動を科学的にとらえることの重要性が分かり，深く学びたいと思った」，

「難しい話で理解が追いつかない部分もあったが，生活にも役立つ内容だったので非

常に興味がもてた」，「内容は難しかったが，応用範囲が大きく，総合科学部らしい内

容であり，是非大学で学びたいと思った」，「広島大学で本格的に先生の授業や実習を

受けたいと思った」，「総合科学に興味が出た」，「総合科学部って訳の分からない学部

だと思っていたが，自分の中の視点とは違う視点で，新たな発見がありとても面白か

った」とのコメントがあり，志望動機につながるような高評価を得ている。 

総合科学部国際共創学科（平成 30 年 4 月設置）では，定員 40 名のうち約半数を海

外からの留学生とし，様々な国籍の学生が共に学ぶ国際協働学習の場を提供すること

を目指している。そのため，学生募集・広報活動として，平成 29 年度には，国際共

創学科担当教員が日本国内の高校及びインターナショナルスクール並びにアジア各

国・地域の高校（中国，韓国，台湾，インドネシア，タイ，フィリピン，ベトナム，
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マレーシア）を訪問し，高校生を対象とした説明会を実施した。 

また，コンサルタント会社にリクルート活動を委託し，ベトナムやフィリピンにお

いて現地スタッフによる高校訪問やフォローアップを行った。 

こうした海外での広報活動に必要となるパンフレットやリーフレットを作成し，ホ

ームページをさらに充実させた。 

その結果，平成 30 年度は多様な地域から 44 名（うち外国国籍を持つ学生 15 名）

の優秀な学生の獲得に繋がった。 

２）改善すべき事項 

広報活動は，短期的に志願者増加に結びつくものでは必ずしもない。しかしながら，

利用者や出席者の利便性からも必要な検証を行い，他委員会と連携しながら，必要な

情報をより効果的に発信していく必要がある。 

 

３. 今後の方針 

公開講座については，講義やセミナーを担当する教員に一任している面が多いので，企

画そのものの統一性や社会に向けてのアピール度について，より組織的に検討する必要が

ある。 

また，出版物，ホームページの PDCA を継続することも大切である。紀要や『叢書イ

ンテグラーレ』については，その普及に努め，その価値を広く理解してもらう必要がある。

ホームページについては，コンテンツの見直し等を行い，戦略的に活用することが重要で

ある。 

平成 30 年度発足の国際共創学科（IGS）の受験生確保のため，海外の高校生に対する

説明会をはじめとする情報提供を今後さらに活性化する必要がある。 
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表6-1-1 公開講座（平成30年度～令和3年度）
年度

テーマ 日本の美学と芸術 芸術と老年 数理の世界(※1)
青　木　孝　夫 青　木　孝　夫 飯　間 信
尼ケ崎 彬 桑　島　秀　樹 阿　部 誠
岩　﨑　陽　子 松　井　冨美男 澁　谷　一　博
鈴　木　榮　子 鬼本　佳代子(※2) 水　町 徹
金　田 晉 末　永 航 河　村　尚　明

城　市　真理子 阿賀岡　芳　夫
瀧 一　郎

受講者数 48 47 ー
修了者数 34 18 ー

(※1)「数理の世界」は台風の影響により中止
(※2)豪雨の影響により休講

年度 平成31（令和元）年度
テーマ 数理の世界

飯　間 信
阿　部 誠
澁　谷　一　博
水　町 徹
阿賀岡　芳　夫

受講者数 40
修了者数 40

年度 令和2年度
テーマ 広島とヒロシマ

平　手　友　彦
ﾌﾝｸ・ｶﾛﾘﾝ

匹　田 篤
崔 真　碩

ｷﾂﾆｯｸ・ﾗｳﾘ
柳　瀬　善　治

受講者数 ―
修了者数 ―

※新型コロナウイルス感染症感染拡大を受けて中止

年度 令和3年度
テーマ 広島とヒロシマ

平　手　友　彦
ﾌﾝｸ・ｶﾛﾘﾝ

匹　田　　篤
崔　　真　碩
ｷﾂﾆｯｸ・ﾗｳﾘ

柳　瀬　善　治
受講者数 67
修了者数 49

平成30年度

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員
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表 6-1-2 平成 30年度一日体験入学 

 
 
 
表 6-1-3 『叢書インテグラーレ』（平成 30～令和 3年度） 

 
 
 
 
 

領域 内容

人間探究領域 倫理学を実践する

自然探究領域 脳とホルモン：食欲vs睡魔　勝つのはどっち？

社会探究領域 〈話〉についての話

国際共創学科 学科説明，質疑応答，ミニ授業，個別相談等

年　度 テーマ 責任編集/著作者 発行所

平成30年度
平和のために戦争を考える―
「剥き出しの非対称性」から

著作者
眞嶋俊造

丸善出版株式会社

令和元年度
ことばの不思議の国
――言語学の魅力がわかる本

責任編集　柴田美紀
執筆者　町田章，山根
典子

丸善出版株式会社

令和2年度 ヒロシマ平和学を問う
著作者
水羽信男

丸善出版株式会社

令和3年度
核時代の科学と社会
－初期原爆開発をめぐるヒストリオグラフィー

著作者
市川浩

丸善出版株式会社

－ 208 －



 

第２節 管理・運営 

 

１. 概要 

 

（１）運営組織 

国立大学の法人化に伴い，法人化後は，部局長の権限と責任に基づく迅速かつ的確な

組織運営体制を構築するとともに，教員の管理運営に関わる業務を削減し，可能な限り

教育活動，研究活動に専念できる新しい運営組織の構築を目指し，令和 4年 3 月 31日

現在の組織は図 6-2-1のようになっている。 

 

   図 6-2-1 

 

 

「部局における重要事項について企画立案等を行い，部局長を直接的に支援する組織」

（広島大学部局運営規則第 6 条）として平成 30 年度は研究科長室を設置していたが，

平成 31 年度から令和元年度にかけての研究科再編により令和 2 年度から学部長室を設

置している。そのメンバーは「室長である学部長，副学部長，学部長補佐及び学部長が

必要と認めた者で構成」（広島大学総合科学部運営内規第 9 条）し，その職掌を「広島

大学総合科学部長室運営細則」において，次のように定めている。 

 

   (1) 長期的な目標，中期目標・中期計画及び年度計画に関する事項 

   (2) 教授会等の審議に関する事項 

   (3) 教育活動，研究活動及び社会貢献活動に関する事項 

   (4) 国際交流に関する事項 

   (5) 人的資源，物的資源及び財的資源の活用に関する事項 

   (6) 規則等の制定及び改廃に関する事項 

   (7) 危機管理及び安全衛生管理に関する事項 

   (8) 情報ネットワーク及び情報セキュリティーに関する事項 

学部長特別補佐（統合生命科学研究科担当）

教授会

教員会

学部長特別補佐（人間社会科学研究科担当）

学部長特別補佐（先進理工系科学研究科担当）

代議員会

学部長補佐（評価担当）

学部長補佐（IGS担当）

学部長特別補佐（国際交流担当）

学部長特別補佐（国際交流担当）

副学部長（大学院教育連携担当） 学部長室会議

副学部長（学術・社会連携担当）
（支援室）

副学部長（総務担当） 支援室長

（総合科学部長室）

副学部長（学士課程教育担当 ）

学部長
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   (9) 教育研究活動等の点検・評価・改善及び公表に関する事項 

   (10) 広報及び構成員の意見聴取に関する事項 

   (11) その他研究科長室の目的を達成するために必要な事項 

 

学部長室は，本学部における業務の企画・立案及び執行する役割を担っているため，

学部長室会議を月 2 回程度開催し，運営などに関する事項を審議・検討している。 

 

（２）審議機関 

広島大学部局運営規則第 11 条に基づき，広島大学総合科学部運営内規第 10 条で「教

授会は，学部教授会とする」と定めるとともに，教授会の運営に関し必要な事項は，次

の広島大学総合科学部教授会内規，広島大学総合科学部教授会運営細則，広島大学大学

院総合科学研究科教授会内規及び広島大学大学院総合科学研究科教授会運営細則にお

いて定めている。 

 

広島大学部局運営規則（抄） 

（教授会） 

第 11 条 部局に，審議機関として教授会を置く。 

2 （略） 

3 教授会は，当該部局における次の事項を審議する。 

(1) 長期的な目標，中期目標・中期計画及び年度計画における教育，研究

及び社会貢献活動に関する事項 

(2) 教員選考における教育，研究及び社会貢献に係る業績審査に関する事項 

(3) 学生の受入れと身分に関する事項 

(4) 学位の授与に関する事項 

(5) 教育課程に関する事項 

(6) 研究活動に関する事項 

(7) 社会貢献活動に関する事項 

(8) 教育，研究及び社会貢献に係る諸規則の制定及び改廃に関する事項 

(9) その他部局長が必要と認めた教育，研究及び社会貢献に関する事項 

 

広島大学総合科学部教授会内規（抄） 

（審議事項） 

第 3 条 教授会は，規則第 11 条第 3 項に定める事項を審議する。 
       （略） 

（代議員会） 

第 8 条 代議員会に関し必要な事項は，別に定める。 

 

広島大学総合科学部教授会運営細則（抄） 

（審議事項） 
第 3 条 教授会における審議事項は，次に掲げる事項とする。 
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(1) 学部における研究及び社会貢献活動に関する事項 
イ 長期的な目標，中期目標・中期計画及び年度計画における研究及び社会

貢献活動に関する事項  
ロ 教員選考における教育研究及び社会貢献に係る業績審査に関する事項 
ハ 研究活動に関する事項 
ニ 社会貢献活動に関する事項 
ホ 教育研究及び社会貢献に係る諸規則の制定及び改廃に関する事項 
ヘ その他学部長が必要と認めた教育研究及び社会貢献に関する事項 

(2) 学部における教育に関する事項 
イ 長期的な目標，中期目標・中期計画及び年度計画における教育に関する

事項  
ロ 教員の教育担当に関する事項  
ハ 学生の受入れ及び身分に関する事項  
ニ 学位の授与に関する事項  
ホ 教育課程に関する事項  
ヘ 教育に係る諸規則の制定及び改廃に関する事項  
ト その他学部長が必要と認めた教育に関する事項 

 

広島大学大学院総合科学研究科教授会内規（抄） 

（審議事項） 

第 3 条 教授会は，規則第 11 条第 3 項に定める事項を審議する。 

   （略） 

 

広島大学大学院総合科学研究科教授会運営細則（抄） 

（審議事項） 

第 3 条 教授会における審議事項は，次に掲げる事項とする。 
(1) 研究科における教育に関する事項 

イ 教員の教育担当に関する事項  
ロ 学生の身分に関する事項  
ハ 学位の授与に関する事項  
ニ 教育課程に関する事項  
ホ 教育に係る諸規則の制定及び改廃に関する事項  
ヘ その他研究科長が必要と認めた教育に関する事項 

 

学部教授会においては，審議事項について月 1 回程度開催し審議しており，研究科

教授会においては，令和 2 年度以降，教育に関する事項について，年 4 回程度開催し

審議しており，部局の審議機関としての役割を適切に果たしている。 

 

（３）各種委員会 

本学部・本研究科の運営のために表 6-2-1 に示したような委員会を設けている。 
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なお，本報告書のかなりの部分は，これらの委員会の点検・評価に基づいている。 

 

（４）教員組織 

本学部においては，平成 29 年度までは総合科学科のみの１学科体制だったが，平成

30 年度に国際共創学科（IGS）を設置及びそれに伴い 2 学科体制へ移行し，学部教育を

行うために，学部併任教員を配置している。 

また，総合科学研究科については，平成 30 年度までは，総合科学専攻に 5 つの基幹

講座（行動科学講座，人間文化研究講座，環境自然科学講座，社会文明研究講座，地域

研究講座）と 1 つの協力講座（情報システム研究講座）を置き，専任教員を配置してい

たが，研究科再編により，平成 31 年度に，生命科学関連教員が新設の統合生命科学研

究科へ配属換，令和 2 年度に，生命科学関連教員を除く全教員が新設の人間社会科学研

究科及び先進理工系科学研究科へ配属換となった。 

 

（５）事務組織 

法人化に伴い従来の部局事務室を見直し，部局における重要事項について企画立案及

び業務を執行し，部局長を直接的に支援する組織として部局長室（総合科学研究科長室）

を置き，また，部局の運営を円滑に行うための教育研究学生等支援組織として支援室（総

合科学研究科支援室）を配置した。 

なお，事務組織は，業務の効率的な遂行や人件費削減等の観点から随時見直されてい

る。変更経緯は次のとおりである。 

  平成 18 年 4 月 1 日 教育研究学生支援室が「支援室」に名称変更 

  平成 21 年 4 月 1 日 副研究科長（総務担当）は，支援室長をもって充てることと

された。 

           部局長支援グループと教育研究活動支援グループを見直し，

「運営支援グループ」に名称変更 

  平成 22 年 4 月 1 日 学生支援グループの職員が教育室所属から総合科学研究科

所属に変更 

平成 26 年 6 月 1 日 運営支援体制の見直しにより，東広島地区運営支援部総合科

学研究科支援室に名称変更 

 運営支援体制の再編に伴い，財務関係業務を「共通事務室」

に集約 

令和 2 年 4 月 1 日 研究科の再編に伴い，東広島地区運営支援部総合科学系支援

室に名称変更 

 

令和 4 年 3 月 31 日現在の支援室の構成は，図 6-2-2 のとおりである。 

  

－ 212 －



 

図 6-2-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）予算・決算 

研究科再編以降，人間社会科学研究科，先進理工系科学研究科，統合生命科学研究科

それぞれの予算配分要項(各研究科運営会議等で審議)に基づき，教員・プログラム等へ

の配分予算，支援室予算の区分で配分されている。 

基盤経費のうち，博士課程前期積算分・博士課程後期積算分は主指導教員に，研究者

積算分は各教員に配分している。学士課程積算分は総合科学部担当教員数に基づき該当

教員へ配分している。 

支援室予算には，総合科学系支援室の所掌する学部・研究科の各委員会のほか，支援

室の運営に要する共通予算が配分されている。その中で，学部の独自プロジェクトとし

て，総合科学推進プロジェクト，学生独自プロジェクトを実施するための予算を毎年度

確保しており，新たに発展するプロジェクトの支援を継続して実施している。 

また，第 3 期中期目標期間最終年度である令和 3 年度に，これまでの共通予算の繰越

額も含め予算を確保し，教育研究環境整備事業として広く計画を募り，学部長室会議で

審議・決定の上，神経活動イメージング顕微鏡の機能向上やオンライン会議室の整備等

に充当した（表 6-2-2）。 

 

（７）教員の個人評価 

平成 28 年度から教員の個人評価を行い，評価結果を給与の昇給に反映させている。

平成 28 年度の評価は平成 27 年度実績に基づき行い，以降前年度の実績に基づく評価

と昇給への反映を行っている。評価項目は教育活動，研究活動，外部資金，社会活動，

大学運営の 5 つに大別し，さらに研究科長調整(令和 3 年度からは学部長調整)を加え

た総合評価を行っている。本研究科における研究領域の多様性から単一の評価基準を用

いることは相応しくないため，文系教員と理系教員で各項目内の細目への配点を変えて

いる。また，教授・准教授・講師の配点と助教の配点も教育や大学運営において求めら

れる役割が異なることから異なる配点を用いている。また，これらの個人評価基準に基

づいて算出された評価得点を用いて，昇給は文系教授，文系准教授・講師，文系助教，

理系教授，理系准教授・講師，理系助教の 6 つの職階ごとに人数を割り振っている。昇

給区分の A（勤務成績が極めて良好）については，何度でも該当者となる機会を与えて

いるが，B（勤務成績が特に良好）については，本研究科の教員の大半が順番に該当者

令和4年3月31日現在

（副学部長（総務担当））

主査（学士課程主担当）・室員

副室長

主査（大学院課程主担当）・室員

主査（総務主担当）・室員

主査（人事主担当）・室員
支援室長

副室長
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表6-2-1　各種委員会委員名簿

平成30年度

研研究究科科代代議議員員会会 評評価価委委員員会会

研究科長 岩 永 誠 委員長 研究科長補佐（評価担当） 関 矢 寛 史

副研究科長（学術・社会連携担当） 山 﨑 岳 委員 副研究科長（総務担当） 山 崎 護

副研究科長（大学院課程教育担当） 長 田 浩 彰 人間科学部門長 和 田 正 信

副研究科長（学士課程教育担当） 船 瀬 広 三 環境科学部門長 奥 田 敏 統

副研究科長（総務担当） 山 崎 護 文明科学部門長 市 川 浩

研究科長補佐（評価担当） 関 矢 寛 史 人間科学部門（兼任） 和 田 正 信

研究科長補佐（IGS担当） フンク,カロリン・E.H. 環境科学部門 河 本 尚 枝

人間科学部門長 和 田 正 信 文明科学部門 ｼｭﾗﾙﾌﾟ ﾊﾝｽ ﾐﾋｬｴﾙ

環境科学部門長 奥 田 敏 統 研究科教務委員会選出 渡 邊 誠

文明科学部門長 市 川 浩 海 堀 正 博

行動科学講座主任 斎藤 祐見子 学部教務委員会選出 有 賀 敦 紀

人間文化研究講座主任 井 上 永 幸

環境自然科学講座主任 浴 野 稔 一 将将来来計計画画委委員員会会

情報システム研究講座主任 西 村 浩 二 委員長 浮 穴 和 義

社会文明研究講座主任 青 木 利 夫 委員 山 﨑 岳

地域研究講座主任 水 羽 信 男 評価委員会委員長 関 矢 寛 史

21世紀科学プロジェクト委員会委員長 小野寺 真一 研究科長が必要と認めた者 小 川 景 子

広報・出版委員会委員長 荻 田 典 男 研究科長が必要と認めた者 田 口 健

研究科長が必要と認めた者 佐々木 宏

人人事事特特別別委委員員会会 研究科長が必要と認めた者 杉 木 恒 彦

委員長 副研究科長（学術・社会連携担当） 山 﨑 岳

委員 副研究科長（大学院課程教育担当） 長 田 浩 彰 財財務務委委員員会会
副研究科長（学士課程教育担当） 船 瀬 広 三 委員長 石 坂 智

副研究科長（総務担当） 山 崎 護 委員 山 﨑 岳

行動科学講座 坂 田 省 吾 行動科学講座 和 田 正 信

人間文化研究講座 青 木 孝 夫 人間文化研究講座 青 木 孝 夫

環境自然科学講座 浴 野 稔 一 環境自然科学講座 海 堀 正 博

社会文明研究講座 青 木 利 夫 社会文明研究講座 吉村 慎太郎

地域研究講座 水 羽 信 男 地域研究講座 水 羽 信 男

人人事事交交流流委委員員会会 広広報報・・出出版版委委員員会会

委員長 研究科長 岩 永 誠 委員長 荻 田 典 男

委員 副研究科長（学術・社会連携担当） 山 﨑 岳 委員 人間科学部門 クレントン　ジョン

副研究科長（大学院課程教育担当） 長 田 浩 彰 人間科学部門 大 島 徹 也

副研究科長（学士課程教育担当） 船 瀬 広 三 人間科学部門 進 矢 正 宏

副研究科長（総務担当） 山 崎 護 環境科学部門 横 山 正

人事特別委員会委員 坂 田 省 吾 環境科学部門 土 谷 彰 男

人事特別委員会委員 青 木 孝 夫 環境科学部門 渡 邉 英 伸

人事特別委員会委員 浴 野 稔 一 文明科学部門 渡 邊 誠

人事特別委員会委員 青 木 利 夫 文明科学部門 的場 いづみ

人事特別委員会委員 水 羽 信 男 文明科学部門 柳 瀬 善 治

張 慶 在

研究科長が必要と認めた者 匹 田 篤

21世紀科学プロジェクト委員会選出

副研究科長（学術・社会連携担当）

副研究科長（学術・社会連携担当）

研究科長が必要と認めた者（国際共創学科）



研研究究科科教教務務委委員員会会 2211世世紀紀科科学学ププロロジジェェククトト委委員員会会

委員長 副研究科長（大学院課程教育担当） 長 田 浩 彰 委員長 小野寺 真一

委員 人間科学部門長 和 田 正 信 委員 研究科教務委員会委員長 長 田 浩 彰

環境科学部門長 奥 田 敏 統 言語と情報研究プロジェクト 柴 田 美 紀

文明科学部門長 市 川 浩 文明と自然研究プロジェクト 淺 野 敏 久

生命科学研究領域主任 斎藤 祐見子 リスク研究プロジェクト 海 堀 正 博

人間行動研究領域主任 坂 田 桐 子 小野寺 真一

副委員長 身体運動科学研究領域主任 木 庭 康 樹 要素ーシステム研究プロジェクト 田 中 晋 平

言語研究領域主任 井 口 容 子 ヒロシマの形成プロジェクト 水 羽 信 男

人間存在研究領域主任 大 島 徹 也 環境平和学プロジェクト 杉 木 恒 彦

自然環境研究領域主任 久 我 ゆ か り ヒロシマ韓国学プロジェクト 李 東 碩

総合物理研究領域主任 戸 田 昭 彦 教養教育研究開発プロジェクト 青 木 利 夫

情報システム環境研究領域主任 稲 垣 知 宏

社会環境研究領域主任 佐々木 宏 研研究究倫倫理理委委員員会会

文明史基礎研究領域主任 杉 木 恒 彦 委員長 長 谷 川 博

地域研究領域主任 渡 邊 誠 委員 人間科学部門長 和 田 正 信

小野寺 真一 環境科学部門長 奥 田 敏 統

文明科学部門長 市 川 浩

国国際際交交流流委委員員会会 人間科学部門 小 川 景 子

委員長 桑 島 秀 樹 環境科学部門 畠 中 憲 之

委員 短期留学交流部会委員 丸 田 孝 志 文明科学部門 長 坂 格

研究科教務委員会選出 杉 木 恒 彦

研究科教務委員会選出 久我 ゆかり 学学部部教教務務委委員員会会

学部教務委員会選出 石 川 雅 隆 委員長 副学部長（学士課程教育担当） 船 瀬 広 三

学部教務委員会選出 崔 真 碩 国際共創学科長 フンク,カロリン・E.H.

留学生担当教員 河 本 尚 枝 副委員長 人間探究領域 教育領域主任 長谷川 博

副委員長 自然探究領域 教育領域主任 竹 田 一 彦

研研究究科科入入学学試試験験委委員員会会 副委員長 社会探究領域 教育領域主任 崔 真 碩

委員長 乾 雅 祝 委員 人間探究領域 石 川 雅 隆

委員 生命科学研究領域 石 田 敦 彦 人間探究領域 宮 園 健 吾

人間行動研究領域 杉 浦 義 典 人間探究領域 有 賀 敦 紀

身体運動科学研究領域 進 矢 正 宏 自然探究領域 浴 野 稔 一

言語研究領域 クレントン　ジョン 自然探究領域 浮 穴 和 義

人間存在研究領域 眞 嶋 俊 造 自然探究領域 飯 間 信

自然環境研究領域 土 谷 彰 男 社会探究領域 三 村 太 郎

総合物理研究領域 （兼任） 田 中 晋 平 社会探究領域 城 戸 光 世

児 玉 明 社会探究領域 淺 野 敏 久

社会環境研究領域 福 田 恵 国際共創学科 山 田 俊 弘

文明史基礎研究領域 吉村 慎太郎

地域研究領域 的場 いづみ 学学部部卒卒業業者者判判定定委委員員会会
21世紀プロジェクト委員会選出 田 中 晋 平 委員長 学部長 岩 永 誠

委員 副学部長（学士課程教育担当） 船 瀬 広 三

研研究究科科入入学学試試験験合合格格者者判判定定委委員員会会 長谷川 博

委員長 研究科長 岩 永 誠 竹 田 一 彦

委員 副研究科長（大学院課程教育担当） 長 田 浩 彰 崔 真 碩

人間科学部門長 和 田 正 信

環境科学部門長 奥 田 敏 統

文明科学部門長 市 川 浩

入学試験委員会委員

21世紀プロジェクト委員会選出

情報システム環境研究領域

人間探究領域 教育領域主任

自然探究領域 教育領域主任

社会探究領域 教育領域主任

資源エネルギー研究プロジェクト （兼任）
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学学部部入入学学試試験験委委員員会会 国国際際共共創創学学科科運運営営委委員員会会

委員長 東 谷 誠 二 委員長 学科長 フンク,カロリン・E.H.

委員 人間探究領域 小宮 あすか 副委員長 副学科長 国際研 片 柳 真 理

人間探究領域 杉 木 恒 彦 委員 学科専任教員 柴 田 美 紀

人間探究領域 山 根 典 子 学科専任教員 高 谷 紀 夫

自然探究領域 彦 坂 暁 学科専任教員 山 田 俊 弘

自然探究領域 田 口 健 学科専任教員 ヴィレヌーヴ 真澄美

自然探究領域 戸 田 求 学科専任教員 河 本 尚 枝

社会探究領域 材 木 和 雄 学科専任教員 田 中 晋 平

社会探究領域 薩 摩 真 介 学科専任教員 タファナー ロバート ホースト

社会探究領域 武 田 紀 子 学科専任教員 町 田 章

国際共創学科 ヴィレヌーヴ　真澄美 学科専任教員 グラジディアン マリア ミハエラ 

国際共創学科 白 川 俊 之 学科専任教員 長谷川 祐治

学科専任教員 白 川 俊 之

学学部部入入学学試試験験合合格格者者判判定定委委員員会会 学科専任教員 張 慶 在

委員長 学部長 岩 永 誠 学科専任教員 国際研 金 子 慎 治

委員 副学部長（学士課程教育担当） 船 瀬 広 三 学科専任教員 国際研 関 恒 樹

入学試験委員会委員長 東 谷 誠 二 学科専任教員 外教研 達 川 奎 三

国際共創学科長 フンク,カロリン・E.H. 学科専任教員 国際研 山 根 達 郎

学科専任教員 外教研 天 野 修 一

放放射射性性同同位位元元素素委委員員会会 学科専任教員 生物圏 岩 本 洋 子

委員長 放射線取扱副主任者 山 﨑 岳

委員 山 﨑 岳 大大学学院院再再編編検検討討WWGG　　研研究究科科内内WWGG

行動科学講座 委員長 全学委員 岩 永 誠

（放射線取扱主任者） 全学委員 辻 学

環境自然科学講座 全学委員 戸 田 昭 彦

（放射線取扱主任者） 全学委員 山 﨑 岳

放射線障害防止管理者 山 崎 護 和 田 正 信

久我 ゆかり

安安全全衛衛生生委委員員会会 長 田 浩 彰

委員長 安全衛生責任者(研究科長) 岩 永 誠 杉 木 恒 彦

委員 衛生管理者 行動科学 有 賀 敦 紀

衛生管理者 行動科学 根 平 達 夫

衛生管理者 人間文化研究 柴 田 美 紀

衛生管理者 環境自然科学 田 中 晋 平

衛生管理者 環境自然科学 平 山 恭 之
衛生管理者 社会文明研究 河 本 尚 枝

衛生管理者 地域研究 柳 瀬 善 治

衛生管理者 （数理） 澁 谷 一 博

生物圏 竹 田 一 彦

外教研 上 西 幸 治

教育室 柳 本 考 二

梶 原 行 夫

副研究科長（学術・社会連携担当） （兼任）

石 原 康 宏
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総総合合科科学学科科履履修修指指導導小小委委員員会会
委員 人間探究領域 有 賀 敦 紀

人間探究領域 宮 園 健 吾
自然探究領域 浮 穴 和 義
自然探究領域 飯 間 信
社会探究領域 淺 野 敏 久
社会探究領域 城 戸 光 世

国国際際共共創創学学科科教教務務小小委委員員会会
委員長 山 田 俊 弘
委員 フンク,カロリン・E.H.

山 根 達 郎
グラジディアン マリア ミハエラ 

国国際際共共創創学学科科国国際際小小委委員員会会
委員長 柴 田 美 紀
委員 金 子 慎 治

タファナー ロバート ホースト

河 本 尚 枝
田 中 晋 平
張 慶 在

国国際際共共創創学学科科入入試試小小委委員員会会
委員長 高 谷 紀 夫
副委員長 達 川 奎 三
委員 関 恒 樹

白 川 俊 之
ヴィレヌーヴ 真澄美

タファナー ロバート ホースト
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平成31,令和元年度

研研究究科科代代議議員員会会 評評価価委委員員会会

研究科長 岩 永 誠 委員長 研究科長補佐（評価担当） 関 矢 寛 史

副研究科長（学術・社会連携担当） 戸 田 昭 彦 委員 副研究科長（総務担当） 林 公 美

副研究科長（大学院課程教育担当） 長 田 浩 彰 人間科学部門長 和 田 正 信

副研究科長（学士課程教育担当） 船 瀬 広 三 環境科学部門長 荻 田 典 男

副研究科長（総務担当） 林 公 美 文明科学部門長 市 川 浩

研究科長補佐（評価担当） 関 矢 寛 史 人間科学部門 大 嶋 広 美

研究科長補佐（IGS担当） フンク,カロリン・E.H. 環境科学部門 河 本 尚 枝

人間科学部門長 和 田 正 信 文明科学部門 河 合 信 晴

環境科学部門長 荻 田 典 男 研究科教務委員会選出 渡 邊 誠

文明科学部門長 市 川 浩 海 堀 正 博

行動科学講座主任 坂 田 省 吾 学部教務委員会選出 有 賀 敦 紀

人間文化研究講座主任 井 上 永 幸

環境自然科学講座主任 浴 野 稔 一 学学部部将将来来計計画画委委員員会会

情報システム研究講座主任 西 村 浩 二 委員長 浮 穴 和 義

社会文明研究講座主任 青 木 利 夫 委員 戸 田 昭 彦

地域研究講座主任 丸 田 孝 志 評価委員会委員長 関 矢 寛 史

21世紀科学プロジェクト委員会委員長 小 野 寺 真一 研究科長が必要と認めた者 小 川 景 子

広報・出版委員会委員長 荻 田 典 男 研究科長が必要と認めた者 田 口 健

研究科長が必要と認めた者 佐 々 木 宏

人人事事特特別別委委員員会会 研究科長が必要と認めた者 杉 木 恒 彦

委員長 副研究科長（学術・社会連携担当） 戸 田 昭 彦

委員 副研究科長（大学院課程教育担当） 長 田 浩 彰 財財務務委委員員会会
副研究科長（学士課程教育担当） 船 瀬 広 三 委員長 石 坂 智

副研究科長（総務担当） 林 公 美 委員 戸 田 昭 彦

行動科学講座 坂 田 省 吾 行動科学講座 長 谷 川 博

人間文化研究講座 青 木 孝 夫 人間文化研究講座 吉 田 光 演

環境自然科学講座 浴 野 稔 一 環境自然科学講座 海 堀 正 博

社会文明研究講座 青 木 利 夫 社会文明研究講座 吉 村 慎 太郎

地域研究講座 丸 田 孝 志 地域研究講座 丸 田 孝 志

人人事事交交流流委委員員会会 広広報報・・出出版版委委員員会会

委員長 研究科長 岩 永 誠 委員長 荻 田 典 男

委員 副研究科長（学術・社会連携担当） 戸 田 昭 彦 委員 人間科学部門 クレントン　ジョン

副研究科長（大学院課程教育担当） 長 田 浩 彰 人間科学部門 坂 田 省 吾

副研究科長（学士課程教育担当） 船 瀬 広 三 人間科学部門 上 泉 康 樹

副研究科長（総務担当） 林 公 美 環境科学部門 横 山 正

人事特別委員会委員 坂 田 省 吾 環境科学部門 乾 雅 祝

人事特別委員会委員 青 木 孝 夫 環境科学部門 渡 邉 英 伸

人事特別委員会委員 浴 野 稔 一 文明科学部門 渡 邊 誠

人事特別委員会委員 青 木 利 夫 文明科学部門 薩 摩 真 介

人事特別委員会委員 丸 田 孝 志 文明科学部門 春 日 あ ゆか

張 慶 在

研究科長が必要と認めた者 匹 田 篤

21世紀科学プロジェクト委員会選出

副研究科長（学術・社会連携担当）

副研究科長（学術・社会連携担当）

研究科長が必要と認めた者（国際共創学科）
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学学部部入入学学試試験験委委員員会会 国国際際共共創創学学科科運運営営委委員員会会

委員長 東 谷 誠 二 委員長 学科長 フンク,カロリン・E.H.

委員 人間探究領域 小宮 あすか 副委員長 副学科長 国際研 片 柳 真 理

人間探究領域 和 田 正 信 委員 学科専任教員 柴 田 美 紀

人間探究領域 山 根 典 子 学科専任教員 高 谷 紀 夫

自然探究領域 彦 坂 暁 学科専任教員 グラジディアン マリア ミハエラ 

自然探究領域 児 玉 明 学科専任教員 河 本 尚 枝

自然探究領域 戸 田 求 学科専任教員 白 川 俊 之

社会探究領域 材 木 和 雄 学科専任教員 田 中 晋 平

社会探究領域 柳 瀬 善 治 学科専任教員 タファナー ロバート ホースト

社会探究領域 武 田 紀 子 学科専任教員 長谷川 祐治

国際共創学科 ヴィレヌーヴ　真澄美 学科専任教員 町 田 章

国際共創学科 白 川 俊 之 学科専任教員 ﾘｸﾞｽﾋﾞ- ｶ-ﾃｲｽ ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ

学科専任教員 張 慶 在

学学部部入入学学試試験験合合格格者者判判定定委委員員会会 学科専任教員 統合生命 ヴィレヌーヴ 真澄美

委員長 学部長 岩 永 誠 学科専任教員 統合生命 山 田 俊 弘

委員 副学部長（学士課程教育担当） 船 瀬 広 三 学科専任教員 国際研 金 子 慎 治

入学試験委員会委員長 東 谷 誠 二 学科専任教員 国際研 関 恒 樹

国際共創学科長 フンク,カロリン・E.H. 学科専任教員 外教研 達 川 奎 三

学科専任教員 統合生命 岩 本 洋 子

放放射射性性同同位位元元素素委委員員会会 学科専任教員 国際研 山 根 達 郎

委員長 放射線取扱副主任者 山 﨑 岳 学科専任教員 外教研 天 野 修 一

委員 戸 田 昭 彦

行動科学講座 石 田 敦 彦 大大学学院院再再編編検検討討WWGG　　研研究究科科内内WWGG

放射線取扱主任者 石 原 康 宏 委員長 全学委員 岩 永 誠

環境自然科学講座 全学委員 辻 学

（放射線取扱主任者） 全学委員 戸 田 昭 彦

放射線障害防止管理者 林 公 美 和 田 正 信

長 田 浩 彰

安安全全衛衛生生委委員員会会 杉 木 恒 彦

委員長 安全衛生責任者(研究科長) 岩 永 誠

委員 衛生管理者 行動科学 有 賀 敦 紀

衛生管理者 行動科学 根 平 達 夫

衛生管理者 人間文化研究 町 田 章

衛生管理者 環境自然科学 田 中 晋 平

衛生管理者 環境自然科学 平 山 恭 之
衛生管理者 社会文明研究 河 本 尚 枝

衛生管理者 地域研究 柳 瀬 善 治

衛生管理者 （数理） 澁 谷 一 博

生物圏 竹 田 一 彦

外教研 上 西 幸 治

教育室 京下 真一郎

梶 原 行 夫

副研究科長（学術・社会連携担当）
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総総合合科科学学科科履履修修指指導導小小委委員員会会
委員 人間探究領域 石 川 雅 隆

人間探究領域 進 矢 正 宏
自然探究領域 飯 間 信
自然探究領域 久我 ゆかり
社会探究領域 城 戸 光 世

社会探究領域 ｼﾕﾗﾙﾌﾟ ﾊﾝｽ ﾐﾋﾔｴﾙ

国国際際共共創創学学科科教教務務小小委委員員会会
委員長 山 田 俊 弘
委員 フンク,カロリン・E.H.

山 根 達 郎
グラジディアン マリア ミハエラ 

河 本 尚 枝
田 中 晋 平
町 田 章
岩 本 洋 子

国国際際共共創創学学科科国国際際小小委委員員会会
委員長 柴 田 美 紀
委員 金 子 慎 治

タファナー ロバート ホースト

河 本 尚 枝
田 中 晋 平
張 慶 在

国国際際共共創創学学科科入入試試小小委委員員会会
委員長 高 谷 紀 夫
副委員長 達 川 奎 三
委員 白 川 俊 之

ヴィレヌーヴ 真澄美

タファナー ロバート ホースト
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令和2年度

学学部部代代議議員員会会（（学学部部長長がが必必要要とと認認めめたたととききにに開開催催すするる。。）） 評評価価委委員員会会

学部長 関 矢 寛 史 委員長 学部長補佐（評価担当） 丸 田 孝 志

副学部長（学術・社会連携担当） ヴィレヌーヴ 真澄美 委員 副学部長（総務担当） 河 野 志 朗

副学部長（学士課程教育担当） 青 木 利 夫 人間探究領域 石 川 雅 隆

副学部長（大学院教育連携担当） 長 坂 格 自然探究領域 荻 田 典 男

副学部長（総務担当） 河 野 志 朗 社会探究領域 佐 々 木 宏

学部長補佐（評価担当） 丸 田 孝 志 国際共創学科 岩 本 洋 子

学部長補佐（IGS担当） フンク,カロリン・E.H. 学部教務委員会選出 的 場 い づ み

広報・出版委員会委員長 坂 田 省 吾 ※大学院に関する審議事項がある場合は，21世紀科学プロジェクト

委員会からも委員が参画する。

広広報報・・出出版版委委員員会会 研研究究倫倫理理委委員員会会

委員長 坂 田 省 吾 委員長 長 谷 川 博

委員 人間探究領域 上 泉 康 樹 委員 人間探究領域 吉 本 早 苗

人間探究領域 辻 輝 之 自然探究領域 畠 中 憲 之

人間探究領域 クレントン　ジョン 社会探究領域 柳 瀬 善 治

自然探究領域 根 平 達 夫 国際共創学科 白 川 俊 之

自然探究領域 田 島 浩 一

自然探究領域 平 山 恭 之

社会探究領域 水 羽 信 男

社会探究領域 薩 摩 真 介

社会探究領域 春日 あゆか

張 慶 在

学部長が必要と認めた者 荻 田 典 男

学部長が必要と認めた者 匹 田 篤

学学部部入入学学試試験験委委員員会会 学学部部入入学学試試験験合合格格者者判判定定委委員員会会

委員長 石 坂 智 委員長 学部長 関 矢 寛 史

委員 人間探究領域 小宮 あすか 委員 副学部長（学士課程教育担当） 青 木 利 夫

人間探究領域 和 田 正 信 入学試験委員会委員長 石 坂 智

人間探究領域 杉 木 恒 彦 国際共創学科長 フンク,カロリン・E.H.

自然探究領域 長 谷 川 巧

自然探究領域 児 玉 明

自然探究領域 土 谷 彰 男

社会探究領域 渡 邊 誠

社会探究領域 柳 瀬 善 治

社会探究領域 武 田 紀 子

国際共創学科 ヴィレヌーヴ　真澄美

国際共創学科 関 恒 樹

国際共創学科
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学学部部教教務務委委員員会会 学学部部卒卒業業者者判判定定委委員員会会

委員長 副学部長（学士課程教育担当） 青 木 利 夫 委員長 学部長 関 矢 寛 史

国際共創学科長 フンク,カロリン・E.H. 委員 副学部長（学士課程教育担当） 青 木 利 夫

副委員長 人間探究領域 教育領域主任 進 矢 正 宏 人間探究領域 教育領域主任 進 矢 正 宏

副委員長 自然探究領域 教育領域主任 石 田 敦 彦 自然探究領域 教育領域主任 石 田 敦 彦

副委員長 社会探究領域 教育領域主任 匹 田 篤 社会探究領域 教育領域主任 匹 田 篤

委員 人間探究領域 河 合 信 晴

人間探究領域 大 嶋 広 美

人間探究領域 有 賀 敦 紀

自然探究領域 竹 田 一 彦

自然探究領域 東 谷 誠 二

自然探究領域 稲 垣 知 宏

社会探究領域 材 木 和 雄

社会探究領域 ｼﾕﾗﾙﾌﾟ ﾊﾝｽ ﾐﾋﾔｴﾙ

社会探究領域 的 場 い づ み

国際共創学科 山 田 俊 弘

国国際際共共創創学学科科運運営営委委員員会会 国国際際共共創創学学科科教教務務小小委委員員会会

委員長 学科長 フンク,カロリン・E.H. 委員長 山 田 俊 弘

副委員長 副学科長 片 柳 真 理 委員 フンク,カロリン・E.H.

委員 学科専任教員 柴 田 美 紀 グラジディアン　マリア　ミハエラ

学科専任教員 高 谷 紀 夫 山 根 達 郎

学科専任教員 金 子 慎 治 河 本 尚 枝

学科専任教員 関 恒 樹 田 中 晋 平

学科専任教員 ヴィレヌーヴ 真澄美 町 田 章

学科専任教員 山 田 俊 弘 天 野 修 一

学科専任教員 達 川 奎 三 張 慶 在

学科専任教員 グラジディアン　マリア　ミハエラ 長谷川 祐治

学科専任教員 河 本 尚 枝 岩 本 洋 子

学科専任教員 白 川 俊 之

学科専任教員 タファナー　ロバート　ホースト 国国際際共共創創学学科科国国際際小小委委員員会会

学科専任教員 町 田 章 委員長 柴 田 美 紀

学科専任教員 リグスビー　カーティス　アンドリュー 委員 金 子 慎 治

学科専任教員 山 根 達 郎 タファナー ロバート ホースト

学科専任教員 岩 本 洋 子 河 本 尚 枝

学科専任教員 田 中 晋 平 田 中 晋 平

学科専任教員 長谷川 祐治 張 慶 在

学科専任教員 張 慶 在

学科専任教員 天 野 修 一 国国際際共共創創学学科科入入試試小小委委員員会会

委員長 高 谷 紀 夫

副委員長 ※令和２年度後期はサバティカル研修 達 川 奎 三

委員 ヴィレヌーヴ 真澄美

関 恒 樹

総総合合科科学学科科履履修修指指導導小小委委員員会会 ﾘｸﾞｽﾋﾞ- ｶ-ﾃｲｽ ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ

委員長 自然探究領域 石 田 敦 彦 （委員） ※令和２年度後期のみ達川委員の代理 （町田 章）

委員 人間探究領域 河 合 信 晴

人間探究領域 有 賀 敦 紀

自然探究領域 竹 田 一 彦

自然探究領域 東 谷 誠 二

社会探究領域 ｼﾕﾗﾙﾌﾟ ﾊﾝｽ ﾐﾋﾔｴﾙ

社会探究領域 的 場 い づ み
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※総合科学研究科に令和2年３月31日に在学する者が総合科学研究科に在学しなくなる日までの間，委員会として存続する。

研研究究科科教教務務委委員員会会 2211世世紀紀科科学学ププロロジジェェククトト委委員員会会

委員長 副研究科長（大学院課程教育担当） 長 坂 格 委員長 小野寺 真一

委員 生命科学研究領域主任 斎藤 祐見子 委員 研究科教務委員会委員長 長 坂 格

人間行動研究領域主任 小 川 景 子 言語と情報研究プロジェクト 町 田 章

身体運動科学研究領域主任 船 瀬 広 三 文明と自然研究プロジェクト 淺 野 敏 久

言語研究領域主任 井 口 容 子 リスク研究プロジェクト 海 堀 正 博

人間存在研究領域主任 眞 嶋 俊 造 小野寺 真一

自然環境研究領域主任 小 澤 久 要素ーシステム研究プロジェクト 田 中 晋 平

総合物理研究領域主任 荻 田 典 男 ヒロシマの形成プロジェクト 水 羽 信 男

情報システム環境研究領域主任 隅 谷 孝 洋 環境平和学プロジェクト 杉 木 恒 彦

社会環境研究領域主任 佐々木 宏 ヒロシマ韓国学プロジェクト 李 東 碩

文明史基礎研究領域主任 杉 木 恒 彦 教養教育研究開発プロジェクト 青 木 利 夫

地域研究領域主任 柳 瀬 善 治

小野寺 真一

総合科学研究科に関する委員会

21世紀プロジェクト委員会選出

資源エネルギー研究プロジェクト （兼任）
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令和3年度

学学部部代代議議員員会会（（学学部部長長がが必必要要とと認認めめたたととききにに開開催催すするる。。）） 評評価価委委員員会会

学部長 関 矢 寛 史 委員長 学部長補佐（評価担当） 丸 田 孝 志

副学部長（学術・社会連携担当） ヴィレヌーヴ 真澄美 委員 副学部長（総務担当） 河 野 志 朗

副学部長（学士課程教育担当） 青 木 利 夫 人間探究領域 井 上 永 幸

副学部長（大学院教育連携担当） 長 坂 格 自然探究領域 阿 部 誠

副学部長（総務担当） 河 野 志 朗 社会探究領域 佐 々 木 宏

学部長補佐（評価担当） 丸 田 孝 志 国際共創学科 岩 本 洋 子

学部長補佐（IGS担当） フンク,カロリン・E.H. 学部教務委員会選出 的 場 い づ み

広報・出版委員会委員長 坂 田 省 吾 ※大学院に関する審議事項がある場合は，21世紀科学プロジェクト

委員会からも委員が参画する。

広広報報・・出出版版委委員員会会 研研究究倫倫理理委委員員会会

委員長 坂 田 省 吾 委員長 長 谷 川 博

委員 人間探究領域 田 中 亮 委員 人間探究領域 加 藤 荘 志

人間探究領域 辻 輝 之 自然探究領域 畠 中 憲 之

人間探究領域 クレントン　ジョン 社会探究領域 ｼﾕﾗﾙﾌﾟ ﾊﾝｽ ﾐﾋﾔｴﾙ

自然探究領域 根 平 達 夫 国際共創学科 白 川 俊 之

自然探究領域 田 島 浩 一

自然探究領域 平 山 恭 之

社会探究領域 水 羽 信 男

社会探究領域 崔 真 碩

社会探究領域 中 屋 敷 千 尋
グラジディアン　マリア　ミハエラ

学部長が必要と認めた者 荻 田 典 男

学部長が必要と認めた者 匹 田 篤

学学部部入入学学試試験験委委員員会会 学学部部入入学学試試験験合合格格者者判判定定委委員員会会

委員長 石 坂 智 委員長 学部長 関 矢 寛 史

委員 人間探究領域 小宮 あすか 委員 副学部長（学士課程教育担当） 青 木 利 夫

人間探究領域 進 矢 正 宏 入学試験委員会委員長 石 坂 智

人間探究領域 杉 木 恒 彦 国際共創学科長 フンク,カロリン・E.H.

自然探究領域 長 谷 川 巧

自然探究領域 久 我 ゆ か り

自然探究領域 土 谷 彰 男

社会探究領域 渡 邊 誠

社会探究領域 武 田 紀 子

社会探究領域 中 村 江 里

国際共創学科 ヴィレヌーヴ　真澄美

国際共創学科 西 真 如

国際共創学科
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学学部部教教務務委委員員会会 学学部部卒卒業業者者判判定定委委員員会会

委員長 副学部長（学士課程教育担当） 青 木 利 夫 委員長 学部長 関 矢 寛 史

国際共創学科長 フンク,カロリン・E.H. 委員 副学部長（学士課程教育担当） 青 木 利 夫

副委員長 人間探究領域 教育領域主任 有 賀 敦 紀 人間探究領域 教育領域主任 有 賀 敦 紀

副委員長 自然探究領域 教育領域主任 稲 垣 知 宏 自然探究領域 教育領域主任 稲 垣 知 宏

副委員長 社会探究領域 教育領域主任 材 木 和 雄 社会探究領域 教育領域主任 材 木 和 雄

委員 人間探究領域 河 合 信 晴 国際共創学科長 フンク,カロリン・E.H.

人間探究領域 大 嶋 広 美

人間探究領域 田 中 亮

自然探究領域 中 坪 孝 之

自然探究領域 東 谷 誠 二

自然探究領域 佐 藤 明 子

社会探究領域 春日 あゆか

社会探究領域 福 田 恵

社会探究領域 的 場 い づ み

国際共創学科 山 田 俊 弘

国国際際共共創創学学科科運運営営委委員員会会 国国際際共共創創学学科科教教務務小小委委員員会会

委員長 学科長 フンク,カロリン・E.H. 委員長 山 田 俊 弘

副委員長 副学科長 片 柳 真 理 委員 フンク,カロリン・E.H.

委員 学科専任教員 ヴィレヌーヴ 真澄美 町 田 章

学科専任教員 金 子 慎 治 張 慶 在

学科専任教員 柴 田 美 紀 長谷川 祐治

学科専任教員 関 恒 樹 片 柳 真 理

学科専任教員 達 川 奎 三 ヴィレヌーヴ 真澄美

学科専任教員 山 田 俊 弘 リグスビー　カーティス　アンドリュー

学科専任教員 岩 本 洋 子 岩 本 洋 子

学科専任教員 掛 江 朋 子

学科専任教員 河 本 尚 枝

学科専任教員 グラジディアン　マリア　ミハエラ 国国際際共共創創学学科科国国際際小小委委員員会会

学科専任教員 白 川 俊 之 委員長 柴 田 美 紀

学科専任教員 田 中 晋 平 委員 金 子 慎 治

学科専任教員 タファナー ロバート ホースト 河 本 尚 枝

学科専任教員 西 真 如 田 中 晋 平

学科専任教員 長谷川 祐治 タファナー ロバート ホースト

学科専任教員 町 田 章 グラジディアン　マリア　ミハエラ

学科専任教員 リグスビー　カーティス　アンドリュー 渠 蒙

学科専任教員 山 根 達 郎

学科専任教員 天 野 修 一

学科専任教員 張 慶 在 国国際際共共創創学学科科入入試試小小委委員員会会

学科専任教員 渠 蒙 委員長 関 恒 樹

学科専任教員 渡 邊 千 穂 副委員長 達 川 奎 三

委員 ヴィレヌーヴ 真澄美

ﾘｸﾞｽﾋﾞ- ｶ-ﾃｲｽ ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ

総総合合科科学学科科履履修修指指導導小小委委員員会会 西 真 如

委員長 人間探究領域 有 賀 敦 紀

委員 人間探究領域 田 中 亮

人間探究領域 大 嶋 広 美

自然探究領域 東 谷 誠 二

自然探究領域 佐 藤 明 子

社会探究領域 的 場 い づ み

社会探究領域 福 田 恵
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総合科学研究科に関する委員会
※総合科学研究科に令和2年３月31日に在学する者が総合科学研究科に在学しなくなる日までの間，委員会として存続する。

研研究究科科教教務務委委員員会会

委員長 副研究科長（大学院課程教育担当） 長 坂 格

委員 生命科学研究領域主任 佐 藤 明 子

人間行動研究領域主任 小 川 景 子

身体運動科学研究領域主任 船 瀬 広 三

言語研究領域主任 井 口 容 子

人間存在研究領域主任 リグスビー　カーティス　アンドリュー

自然環境研究領域主任 小 澤 久

総合物理研究領域主任 荻 田 典 男

情報システム環境研究領域主任 児 玉 明

社会環境研究領域主任 佐 々 木 宏

文明史基礎研究領域主任 ｼﾕﾗﾙﾌﾟ ﾊﾝｽ ﾐﾋﾔｴﾙ

地域研究領域主任 柳 瀬 善 治

小 野 寺 真 一21世紀科学プロジェクト委員会選出
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表6-2-3　役職員・部門長・講座主任など一覧

役職員（平成30年度～令和元年度）

役職名 平成30年度 平成31，令和元年度

研究科長・学部長 岩永　誠 岩永　誠

副研究科長（学術・社会連携担当）・評議員 山﨑　岳 戸田　昭彦

副研究科長（大学院課程教育担当） 長田　浩彰 長田　浩彰

副研究科長・副学部長（学士課程教育担当） 船瀬　広三 船瀬　広三

副研究科長（総務担当） 山崎　護 林　公美

研究科長補佐・学部長補佐（評価担当） 関矢　寛史 関矢　寛史

研究科長補佐・学部長補佐（ＩＧＳ担当） フンク,カロリン・E.H. フンク,カロリン・E.H.

研究科長特別補佐（国際交流担当） 荒見　泰史 荒見　泰史

研究科長特別補佐（国際交流担当） 柴田　美紀 柴田　美紀

研究科長特別補佐（大学院再編担当） 辻　　学 辻　　学

役職員（令和2年度～令和3年度）

役職名 令和2年度 令和3年度

研究科長・学部長 関矢　寛史 関矢　寛史

副学部長（学術・社会連携担当） ヴィレヌーヴ 真澄美 ヴィレヌーヴ 真澄美

副学部長（学士課程教育担当） 青木　利夫 青木　利夫

副学部長（大学院教育連携担当） 長坂　格 長坂　格

副学部長（総務担当） 河野　志朗 河野　志朗

学部長補佐（評価担当） 丸田　孝志 丸田　孝志

学部長補佐（IGS担当）
フンク,カロリ
ン・E.H.

フンク,カロリン・
E.H.

研究科長特別補佐（国際交流担当） 荒見　泰史 荒見　泰史

研究科長特別補佐（国際交流担当） 柴田　美紀 柴田　美紀

研究科長特別補佐（人間社会科学研究科担当） 辻　　学 辻　　学

研究科長特別補佐（先進理工系科学研究科担当） 小野寺　真一 石坂　智

研究科長特別補佐（統合生命科学研究科担当） 斎藤　祐見子 和崎　淳

研究科部門長（平成30年度～令和元年度）

役職名 平成30年度 平成31，令和元年度

人間科学部門 和田　正信 和田　正信

主攚슋蠉祐見子役職名 平成30年度 平成31，令和元年度

人間科学部門

研究科部門長佐補佐㔈� 河㔘 ୷弒ᔌ갾ꬶ

副学部長（大学院教育連携担当）

㒋 Ꮥ慛ꅝ 㒋



表6-2-3　役職員・部門長・講座主任など一覧

役職員（平成30年度～令和元年度）

役職名 平成30年度 平成31，令和元年度

研究科長・学部長 岩永　誠 岩永　誠
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研究科長特別補佐（国際交流担当） 柴田　美紀 柴田　美紀

研究科長特別補佐（大学院再編担当） 辻　　学 辻　　学

役職員（令和2年度～令和3年度）

役職名 令和2年度 令和3年度

研究科長・学部長 関矢　寛史 関矢　寛史

副学部長（学術・社会連携担当） ヴィレヌーヴ 真澄美 ヴィレヌーヴ 真澄美

副学部長（学士課程教育担当） 青木　利夫 青木　利夫

副学部長（大学院教育連携担当） 長坂　格 長坂　格

副学部長（総務担当） 河野　志朗 河野　志朗

学部長補佐（評価担当） 丸田　孝志 丸田　孝志

学部長補佐（IGS担当）
フンク,カロリ
ン・E.H.

フンク,カロリン・
E.H.

研究科長特別補佐（国際交流担当） 荒見　泰史 荒見　泰史

研究科長特別補佐（国際交流担当） 柴田　美紀 柴田　美紀

研究科長特別補佐（人間社会科学研究科担当） 辻　　学 辻　　学

研究科長特別補佐（先進理工系科学研究科担当） 小野寺　真一 石坂　智

研究科長特別補佐（統合生命科学研究科担当） 斎藤　祐見子 和崎　淳

研究科部門長（平成30年度～令和元年度）

役職名 平成30年度 平成31，令和元年度

人間科学部門 和田　正信 和田　正信

環境科学部門 奥田　敏統 荻田　典男

文明科学部門 市川　浩 市川　浩

研究科講座主任（平成30年度～令和元年度）

役職名 平成30年度 平成31，令和元年度

行動科学講座主任 斎藤　祐見子 坂田　省吾

人間文化研究講座主任 井上　永幸 井上　永幸

環境自然科学講座主任 浴野　稔一 浴野　稔一

情報システム研究講座主任 西村　浩二 西村　浩二

社会文明研究講座主任 青木　利夫 青木　利夫

地域研究講座主任 水羽　信男 水羽　信男

研究科領域主任（平成30年度～令和3年度）

役職名 平成30年度 平成31，令和元年度 令和2年度 令和3年度

生命科学研究領域 斎藤　祐見子 斎藤　祐見子 斎藤　祐見子 佐藤　明子

人間行動研究領域 坂田　桐子 坂田　桐子 小川　景子 小川　景子

身体運動科学研究領域 木庭　康樹 上泉　康樹 船瀬　広三 船瀬　広三

言語研究領域 井口　容子 井口　容子 井口　容子 井口　容子

人間存在研究領域 大島　徹也 眞嶋　俊造 眞嶋　俊造
リグスビー　カー
ティス　アンド
リュー

自然環境研究領域 久我　ゆかり 小澤　久 小澤　　久 小澤　　久

総合物理研究領域 戸田　昭彦 宗尻　修治 荻田　典男 荻田典男

情報システム環境研究領域 稲垣　知宏 隅谷　孝洋 隅谷　孝洋 児玉　明

社会環境研究領域 佐々木　宏 佐々木　宏 佐々木　宏 佐々木　宏

文明史基礎研究領域 杉木　恒彦 杉木　恒彦 杉木　恒彦 ｼﾕﾗﾙﾌﾟ ﾊﾝｽ ﾐﾋﾔｴﾙ

地域研究領域 渡邊　誠 渡邊　誠 柳瀬　善治 柳瀬　善治

学部領域主任（平成30年度～令和3年度）

役職名 平成30年度 平成31，令和元年度 令和2年度 令和3年度

人間探究領域 教育領域主任 長谷川　博 宮園　健吾 進矢　正宏 有賀　敦紀

自然探究領域 教育領域主任 竹田　一彦 浴野　稔一 石田　敦彦 稲垣　知宏

社会探究領域 教育領域主任 崔　真碩 三村　太郎 匹田　篤 材木　和雄
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平成
30年度

平成31，令
和元年度

研究科長
室会議

(1)長期的な目標，中期目標・中期計画及び年度計画に
関する事項

(2)教授会等の審議に関する事項
(3)教育活動，研究活動及び社会貢献活動に関する事項
(4)国際交流に関する事項
(5)人的資源，物的資源及び財的資源の活用に関する事

項
(6)規則等の制定及び改廃に関する事項
(7)危機管理及び安全衛生管理に関する事項
(8)情報ネットワーク及び情報セキュリティーに関する

事項
(9)教育研究活動等の点検・評価・改善及び公表に関す

る事項
(10)広報及び構成員の意見聴取に関する事項
(11)その他研究科長室の目的を達成するために必要な

事項

研究科長
副研究科長
研究科長補佐
その他必要と認める者

研究科長 43 45

研究科
教授会

(1)研究科における研究及び社会貢献活動に関する事項
イ 長期的な目標，中期目標・中期計画及び年度計

画における研究及び社会貢献活動に関する事項
ロ 教員選考における教育研究及び社会貢献に係る

業績審査に関する事項
ハ 研究活動に関する事項
ニ 社会貢献活動に関する事項
ホ 教育研究及び社会貢献に係る諸規則の制定及び

改廃に関する事項
ヘ その他研究科長が必要と認めた教育研究及び社

会貢献に関する事項
(2) 研究科における教育に関する事項

イ 長期的な目標，中期目標・中期計画及び年度計
画における教育に関する事項

ロ 教員の教育担当に関する事項
ハ 学生の受入れ及び身分に関する事項
ニ 学位の授与に関する事項
ホ 教育課程に関する事項
ヘ 教育に係る諸規則の制定及び改廃に関する事項
ト その他研究科長が必要と認めた教育に関する事

　　項

研究科長
副研究科長
研究科長補佐
研究科専任の教授(前3号に規定す
る者を除く。)
統合生命科学研究科，情報メディ
ア教育研究センター又は外国語教
育研究センターに配属の研究科担
当教授

研究科長 13 9

研究科
代議員会

(1)長期的な目標，中期目標・中期計画及び年度計画に
おける教育，研究及び社会貢献活動に関する事項

(2)教員の教育担当に関する事項
(3)学生の受入れ及び身分に関する事項(学生の入学，

懲戒及び除籍に関する事項を除く。)
(4)教育課程に関する事項
(5)研究活動に関する事項
(6)社会貢献活動に関する事項
(7)教育研究及び社会貢献に係る諸規則の制定及び改廃

に関する事項
(8)その他教授会から付託された事項

研究科長
副研究科長
研究科長補佐
部門長
講座主任
21世紀科学プロジェクト委員会委
員長
広報・出版委員会委員長

研究科長 12 13

学部
教授会

(1)長期的な目標，中期目標・中期計画及び年度計画に
おける教育に関する事項

(2)教員の教育担当に関する事項
(3)学生の受入れ及び身分に関する事項
(4)学位の授与に関する事項
(5)教育課程に関する事項
(6)教育に係る諸規則の制定及び改廃に関する事項
(7)その他学部長が必要と認めた教育に関する事項

学部長
副学部長
学部長補佐
学部担当教授(前3号に規定する者
を除く。)

学部長 9 13

研究科
・学部
教員会

審議事項なし
研究科及び学部の教育研究等に関する重要事項につい
て報告及び意見交換

研究科及び学部担当教員
研究科長・

学部長
13 12

開催回数

表6-2-4  審議機関等

大学院総合科学研究科・総合科学部（平成30年度～令和元年度）

名称 審議事項 構成員 議長

－ 232 －



大学院総合科学研究科・総合科学部（令和2年度～令和3年度）

令和
2年度

令和
3年度

学部長
室会議

(1)長期的な目標，中期目標・中期計画及び年度計画に
関する事項

(2)教授会等の審議に関する事項
(3)教育活動，研究活動及び社会貢献活動に関する事項
(4)国際交流に関する事項
(5)人的資源，物的資源及び財的資源の活用に関する事

項
(6)規則等の制定及び改廃に関する事項
(7)危機管理及び安全衛生管理に関する事項
(8)情報ネットワーク及び情報セキュリティーに関する

事項
(9)教育研究活動等の点検・評価・改善及び公表に関す

る事項
(10)広報及び構成員の意見聴取に関する事項
(11)その他学部長室の目的を達成するために必要な事
　項

学部長
副学部長
学部長補佐
その他必要と認める者

学部長 25 23

学部
教授会

(1)学部における研究及び社会貢献活動に関する事項
イ 長期的な目標，中期目標・中期計画及び年度計

画における研究及び社会貢献活動に関する事項
ロ 教員選考における教育研究及び社会貢献に係る

業績審査に関する事項
ハ 研究活動に関する事項
二　社会貢献活動に関する事項
ホ 教育研究及び社会貢献に係る諸規則の制定及び

改廃に関する事項
ヘ その他学部長が必要と認めた教育研究及び社会

貢献に関する事項
(2)学部における教育に関する事項

イ 長期的な目標，中期目標・中期計画及び年度計
画における教育に関する事項

ロ 教員の教育担当に関する事項
ハ 学生の受入れ及び身分に関する事項
ニ 学位の授与に関する事項
ホ 教育課程に関する事項
ヘ 教育に係る諸規則の制定及び改廃に関する事項
ト その他学部長が必要と認めた教育に関する事項

学部長
副学部長
学部長補佐
学部専任教授(前3号に規定する者
を除く。)

学部長 11 12

研究科
教授会

(1) 研究科における教育に関する事項
イ 教員の教育担当に関する事項
ロ 学生の身分に関する事項
ハ 学位の授与に関する事項
ニ 教育課程に関する事項
ホ 教育に係る諸規則の制定及び改廃に関する事項
ヘ その他研究科長が必要と認めた教育に関する事

　　項

研究科長
副研究科長
研究科長補佐
研究科担当の教授(前3号に規定す
る者を除く。) 研究科長 5 5

学部
教員会

審議事項なし
学部の教育研究等に関する重要事項について報告及び
意見交換

学部担当教員

学部長 13 12

名称 審議事項 構成員 議長
開催回数

－ 233 －



A scaffolding approach to teaching presentation
skills

Quantification of Speech-gesture Coupling and
Haptic Techniques for Teaching English

Marc Loehr

－ 234 －



総合科学推進プロジェクト研究成果発表

国際共創学科新入生の価値観・ステレオタイプ・言語態
度の検証とその推移に関わる探索的研究

柴田　美紀

モデル構築による社会の様々な境界の総合理解 乾　　雅祝

〈みち〉と〈まち〉の風景をめぐる感性哲学――土地固
有の地勢とその物語化の諸相――

桑島　秀樹

大学生の体力向上を目指した教育方法の開発 田中　　亮

Speech-gesture couplingの言語特異性と英語音声教育へ
の応用

進矢　正宏

令和2年度

開催日時 テーマ
参加
人数

講師

第1回
11月18日（水）
14：00～15：00

その論文、世間に通用しますか？プレスリリースが命運
を分ける！

103人
山内　雅弥
副理事（広報担当）

第2回
12月2日（水）
14：00～14：45

ハイブリッド授業をなるべく単純に考える 100人 匹田　篤

第3回
1月20日（水）
13：30～13：50

TAの活用と制度の適切な運用について 100人
丸山　恭司
人間社会科学研究科 教育学プロ
グラム ／ TA制度企画運営WG

第4回
1月20日（水）
13：50～14：50

ハラスメントについて 105人
横山　美栄子
ハラスメント相談室

第5回
2月17日（水）
14：10～14：50

大学の底力を高めるためのSDGs活動への参加機会 93人

金子　慎治
人間社会科学研究科 国際経済開
発プログラム ／ FE・SDGsネッ
トワーク拠点長

令和3年度

開催日時 テーマ
参加
人数

講師

第1回
6月16日（水）
14：00～14：50

総合科学研究科21世紀科学プロジェクト群の活動を振り
返って
－将来の総合科学部の進展に向けて－

106人
小野寺　真一
山崎　　岳
淺野　　敏久

第2回
9月1日（水）
14：00～15：00

総合科学部の教育における学際性 109人

関矢　寛史
丸田　孝志
青木　利夫
山田　俊弘

第3回
1月19日（水）
14：30～14：50

TAの活用と制度の適切な運用について 87人
丸山　恭司
人間社会科学研究科

－
3月7日（月）～
3月11日（金）

Oxford EMI training session 6人 Oxford大学主催

第5回
3月3日（火）
15：00～16：00

77人

－ 235 －




